グラフィックデザインの視覚伝達スキルが切り開く、社会的弱者の創造活動を社会事業化するインクルーシブデザインの新しい地平 [要旨] by LAILA FRANCES CASSIM & CASSIM LAILA FRANCES










 〈作品〉 Ｅｎｔｅｎｔｅ（アンタント） 
―信頼からなるインクルーシブなデザイン 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 松下 計 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 藤﨑 圭一郎 
















































































    
 
法論を、障害者施設の経済的な自立と社会的な権限を得るために用いるという、彼女の研究のテーマのテス
トとして実施されたプロジェクトのプロセス展として位置づけられた作品である。 
作品はドキュメンテーション（テキスト、映像）、障害者制作の原画、デザインされたプロダクツからなる。 
例えば障害者の中には描く行為に興味を持つ人と、描かれたものに興味を持つ人に分かれるが、それぞれ
にうまく制作意欲を抱かせ、描かせ、それを再びいかに商品としていかに成立するか、一目して理解できる
ように展示として組み立てられており、実施に基づいた手法そのものを見せる作品展示という目的が達成さ
れている点について評価に値するものである。 
従って文字主体としたパネル展示もドキュメントを示すものとして極めて重要であり、本作はライラ・カ
セムが考えるメソッドの構造図として論文と深く関わりながらビジュアライゼーションされたものであり、
これらのドクメントの編集及び展示構造、デザイニングついてもよく練られている点についても評価に値す
るものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
社会的弱者など特別な立場にいる人（エクストリームユーザ）をデザインプロセスに積極的に取り入れる
インクルーシブデザインの現場においては、通常プロダクトデザインやファニチャーデザインの方法論が多
く取り入れられる中、ライラ・フランセス・カセム（以下ライラ・カセム）はグラフィックデザイン、アー
トディレクション、ブランディングの方法論（視覚伝達の方法論）を取り込んだ点に彼女の研究の新しさが
見受けられる。 
またこの研究の特徴は、視覚伝達の思考性を切り口としながら、最終的に、継続的に障害者施設の経済的
自立と社会的権限を持つ事を施設のスタッフと共有する目的が論文中で明確にされており、実社会に配置さ
れる事を視野にいれた広がりを持つ研究になっている。かつライラ・カセム自身が長期に渡り障害者施設に
通い、ワークショップをくり返してそこで得た方法論や考え方を論考に盛り込むなど、単なる理論上の展開
でない事も評価できる点である。 
論文はグラフィックデザインという専門領域が過去に社会的な課題にいかなる解答をしてきたか、また、
今後どのような社会的な活動をし得るか、その事に絞ってグラフィックデザインを編集された点においても
新しい論考と認められるうえ、障害者や障害者施設の定義と歴史、芸術とどう関係を作ってきたか背景の十
分な考察を下地とした上で、4章から実例に入っている点でも土台のしっかりした論考になっている。 
展示作品においても、論文と深く関わりながら足立区にある障害者施設「綾瀬ひまわり園」の実例を、テ
キスト、映像、原画、商品例を上げ、途中経過と培われた手法を分かりやすく明解に展示出来た点も評価で
きる。
